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［成果情報名］ 熱帯の天水田向きいもち病抵抗性に関するインド型マルチライン稲品種 
［要約］ イネ品種IR49830-7-1-2-2の遺伝的背景を持つ8種のいもち病抵抗性遺伝子を対象として
育成した準同質遺伝子系統群は、熱帯地域に適応したインド型マルチライン（多系）品種として
利用できる。  
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［背景・ねらい］ 

イネの生産において農薬の利用を少なくするため、遺伝的多様性を利用したいもち病害に対す
る新しい防除技術を開発する。このため熱帯地域の天水田を対象とした、インド型の遺伝的背景
をもつマルチライン(多系)稲品種を育成する。  
 
［成果の内容・特徴］ 

1. 国際稲研究所（IRRI）との共同研究で育成した準同質遺伝子系統群は、熱帯地域に適応した、
世界で初めてのインド型品種の遺伝的背景を持つマルチライン品種として利用できる。 

2. これらは、天水田向けインド型品種IR49830-7-1-2-2の遺伝的背景に、8種のいもち病抵抗性遺
伝子（Pik, Pi7(t),Pi3, Pi5, Pita-2, Piz-5, Pi9, Pish）を個々に導入した9種の準同質遺伝子系統から
構成される。 

3. IR49830-7-1-2-2の遺伝的背景には、5種のいもち病抵抗性遺伝子（Pia, Pib, Pik-s, Pita, Pi11(t)）
を有する（図 1）。 

4. 育成した準同質遺伝子系統は、IR49830-7-1-2-2の遺伝的背景と新規に導入した抵抗性遺伝子の
組み合わさった反応を、標準判別いもち病菌菌系群に対して示す。 

5. 育成系統は、IRBLに続き、導入遺伝子、同遺伝子の供与親品種、天水田向け品種の遺伝的背
景（Rainfed lowland: RL）を、それぞれの略号で命名されており、たとえばPikの遺伝子(k)をク
サブエ（Ku)という品種から導入した系統名は、IRBLk-Ku[RL]となる。 

 

［成果の活用面・留意点］  

1. IR49830-7-1-2-2の9種の準同質遺伝子系統群は、インド型の遺伝的背景をもつマルチライン
品種として熱帯地域の天水田に適する。 

2. 複対立遺伝子あるいは近傍に位置する遺伝子を導入した系統では、IR49830-7-1-2-2の元の遺
伝子であるPik-sはPikとPi7(t)に、PitaはPita-2にそれぞれ組み換っている。 

3. IR49830-7-1-2-2は冠水耐性遺伝子（Sub1）を有するが、IRBL5-M[RL]は冠水耐性が弱く、第9
染色体短腕端部に位置するSub1が同染色体領域に座乗するいもち病抵抗性遺伝子Pi5と組み
換っている。 

4. これらの系統は、IR49830-7-1-2-2の背景のものも含めて、少なくとも6種以上のいもち病抵
抗性遺伝子をそれぞれ有しており、遺伝子資源としても利用できる。 

5. 本マルチラインの導入のためには、農家圃場レベルでの準同質遺伝子系統群の混合栽培によ
る実証試験を行い、多様性を利用することによるいもち病害の軽減に対する効果を確認して
いく必要がある。 

 



[具体的データ］ 

 
 

 

［その他］  

研究課題： いもち病抵抗性の判別、多系品種群の開発と普及 
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予算区分：交付金［イネ創生］、日本-IRRI共同研究プロジェクト研究 
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図 1 IR49830-7-1-2-2の遺伝的背景を
持つ 9 種の準同質遺伝子系統のグラ
フィカルゲノタイプ 

 

 黒く示された領域は、抵抗性遺伝子供与
親からの導入染色体断片。 

 赤丸の染色体領域に対象抵抗性遺伝子が

座乗する。 

 染色体左側の遺伝子名は戻し交配親

(IR49830-7-1-2-2)の遺伝的背景にある抵抗性

遺伝子あるいは冠水耐性遺伝子。 

右側は新たに準同質遺伝子系統に導入し

たもの。 

1-12は染色体番号 

 

A: IRBLk-Ku[RL] 

B: IRBL7-M[RL] 

C: IRBL3-CP4[RL] 

D: IRBL5-M[RL] 

E: IRBLta2-Pi[RL] 

F: IRBLz5-CA[RL] 

G: IRBL9-W[RL] 

H: IRBLsh-T[RL] 

I: IRBLsh-Fu[RL]. 


